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南
弟
子
屈
地

域
活
性
化
協
議

会
の
設
立
総
会

が
４
月
16
日
、

旧
昭
栄
小
学
校

で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
と

活
力
の
核
を
担

っ
て
き
た
同
校

が
３
月
末
で
閉

校
し
た
こ
と
を
受
け
、
同
校
を
拠
点
に
南

弟
子
屈
の
地
域
づ
く
り
を
住
民
の
皆
さ
ん

の
手
で
行
お
う
と
設
立
さ
れ
た
も
の
で

す
。総
会
に
は
約
20
人
が
出
席
し
、規
約
や

今
年
度
の
事
業
計
画
、
役
員
選
出
な
ど
を

承
認
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
南
弟
子
屈
自
治
会
の
小
澤

重
則
会
長
が「
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、地

域
の
将
来
像
を
考
え
て
い
き
た

い
」と
あ
い
さ
つ
。小
澤
会
長
が

協
議
会
の
会
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、
本
町
の
ま
ち
づ
く

り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
山

田
桂
一
郎
氏
が
同
協
議
会
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任
し
た
ほ
か
、

５
月
採
用
予
定
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
も
同
協
議
会
に
参
加

し
ま
す
。

　

同
協
議
会
で
は
今
後
、地
域
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
明
ら
か
に
し
、地
域

活
性
化
策
を
策
定
す
る
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

住民が主体の地域づくり
南弟子屈地域活性化協議会の設立総会

快適な施設で安心な老後
新しい老人ホームの内覧会を開催

　

摩
周
厚
生
病
院
隣
接
地
で
移
転
改
築
が

進
め
ら
れ
て
き
た
養
護
老
人
ホ
ー
ム
倖
和

園
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
摩
周
が
完
成

し
、
４
月
４
・
５
の
両
日
、
町
民
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
内
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
覧
会
に
は
約
９
０
０
人
が
訪
れ
、
真

新
し
い
施
設
を
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
施
設
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建

て
。倖
和
園
が
70
床
、摩
周
は
１
０
０
床
と

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
10
床
で
、
全
て
個
室
と

な
っ
て
い
ま
す
。内
装
に
は
道
産
木
材
を

多
く
使
用
。隣
接
す
る
摩
周
厚
生
病
院
と

は
棟
続
き
と
な
っ
て
い
て
、
同
病
院
と
の

間
に「
地
域
交
流
ホ
ー
ル
て
し
か
が
」を
設

置
。入
居
者
と
町
民
の
皆
さ
ん
の
触
れ
合

い
の
場
と
し
て
、
ま
た
災
害
時
に
は
避
難

所
と
し
て
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

18
日
に
は
、
専
門
業
者
に
加
え
役
場
職

員
や
町
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も

と
、全
入
居
者
が
新
施
設
へ
移
転
。安
心
で

快
適
な
生
活
を
始
め
て
い
ま
す
。

木材をたくさん使った明るいエントランス

総会後には山田桂一郎アドバイザーによる基調講演も

温かい雰囲気の特別養護老人ホーム摩周の食堂

総会で今後の事業計画などを確認

このページは皆さんからの

情報で作られています。

どのような情報でもすぐに

かけつけます。

お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課政策調整係　☎４８２-２９１３（課直通）

　本町の姉妹都市・鹿児島県日置市
から２頭目となる優良肉牛が導入
され、３月30日に仁多の吉田牧場
で引き渡し式が行われました。

　式には、弟子屈町肉牛振興会（芝田靖明会長）や摩周湖農業
協同組合など関係者20人が出席。本町肉牛のブランド化と
生産振興を祈念しました。
　今回導入されたのは、2014年度鹿児島県畜産共進会で最
優秀３席を獲得した雌牛「みよ14」で、摩周湖農業協同組合と
町が共同購入したもの。肥育後、採卵した受精卵を肉牛振興
会会員が飼育する雌牛へ移植し、増頭していきます。芝田会
長は「環境が違うが適応能力も高い。今後も優良血統の肉牛の
繁殖強化を目指していきたい」と話していました。

３月30日

姉妹都市から２頭目

鹿児島県日置市から優良和牛を導入

　大橋秀雄さん（82歳・高栄２）
が、冬の摩周湖を題材にした
曲「摩周湖の樹氷（はな）」のＣＤ
を自主製作しました。
　大橋さんがＣＤを自主製作

するのは、2013年８月の「釧路川」に続き２作目。弟子屈をＰ
Ｒしたいと手がけているもので、前回に引き続き今回も大
橋さんが作詞を担当しています。ジャケットの写真も大橋
さんが撮影したもので、歌詞同様、樹氷に包まれた摩周湖の
写真となっています。
　発売を前に３月25日、役場を訪れた大橋さんは「摩周湖と
いえば夏や霧が有名だが、冬も素晴らしい。前作と合わせ
て、弟子屈のまちおこしになれば」と話していました。

弟子屈をＰＲするＣＤを自主製作

大橋さんが摩周湖を題材に作詞を手掛ける

　てしかが国際交流
会（池上清子会長）主
催の講演会が３月28
日、川湯ふるさと館
で開催されました。
　同会が2011年から
行う国際交流イベン

ト「もっと外国を知ろう」プログラムの一環で、今回で16回目。
約50人が参加しました。今回は、川湯駅前在住のネイチャー
ガイド・竹岸寿さんが、かつて５年間暮らしたカナダのユーコ
ン準州での経験や思い出を中心に話しました。参加者の皆
さんは、同州を流れるユーコン川や現地で見られるという
オーロラなどに思いをはせたようでした。

ネイチャーガイドが北米や釧路の川の魅力語る

てしかが国際交流会主催の講演会

歌
詞
へ
の
思
い
を
話
す
大
橋
さ
ん

み
よ
14
を
囲
ん
で

３月28日

３月25日

　町内消防
関係団体に
よる防火徒
歩パレード
が４月19日、
ＪＲ摩周駅
前から役場

までの区間で行われました。
　４月20日～30日の「全道春の火災予防運動」の一環として毎
年行われています。今年は、弟子屈消防署や弟子屈消防団、
防火管理協議会、消防後援会、女性防火クラブ、摩周丘幼稚
園幼年消防クラブの皆さん約100人が参加。沿道の皆さんに
風船などを手渡しながら「火の用心」を呼び掛けました。

４月19日

　町と弟子屈、屈斜路、
美留和、川湯の各郵便局
は４月８日、災害発生時
における協力に関する
協定を再締結しました。

　1998年に最初の協定を締結し、2008年に内容を見直して
います。４年前の東日本大震災時、避難した住民の避難先を
郵便局が総力を挙げて掌握。迅速・的確に郵便物を配達した
ほか、配達中に知った道路状況などの情報提供も行いまし
た。今回、郵便局が自治体に協力できる事項を本協定に明記
しようと郵便局側から申し出があり、再締結となったもの。
弟子屈郵便局の藤原将男局長は「郵便局のネットワークを最
大限に活用して協力したい」と話しています。

４月８日

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
説
明
す
る
竹
岸
さ
ん

協
定
書
を
手
に

拍
子
木
を
手
に
元
気
に
呼
び
掛
け

地域の役に立ちたい

郵便局と災害時協力に関する協定を再締結
火の用心お願いします

消防関係者が防火徒歩パレード
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